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サタモ :  エカシ ウタ ヲ、 エ不 クコロ エカシ エン バシ クマ ハウェ アン。 ナ ナ ボロンノ アイ ェ 
Satm 。  ekaSiut 肛 , ene  kuko ア eka 臣enpas ねuma  hawe  町 l.na  na  poronnlo  め ye
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ネ ト オ フ ホ レパシ フ / 、 アウクリキリ ヒ、 マフ ワ ア ラ キ アイネ、 カラプト タ カ オ シロク 
netoophorepaslw 荻 lo,autarikirihil',yapwa 荻 @klayne,K 肝 aptot kaoslrok 
ヒケ オシロダ 、 アラキ ロク アイネ、 タン モシ リ ダ、 タン、 北海道 セコ ロ タネ アナク アイ エ ヤ ッカ、 テ エタ 
hikeosirok, 町 kirokayne,t 皿 mosirta,t 仙 ， Hok 切面 sekkortane ㎝ 荻 ay y 曲 ka, 比e ぬ 
アナク シ カ サ クモ シリ 、 オロ タ オ カ アンルウェ ネ 。 オロ タ オカ アン、 ワ 、 アイヌ ネ オ；アン ワ 、 クス、 
5 町 侶 krekasakmosIr,orotaokaaInmwene.orotaokaan,wa,aynuneoka 町 lwa, ⅡⅠ su, 
アイヌ アエ ポロ セ ワ アイヌ モシ リ セコロ アイ ェ ハウェ ネ コ ロカ 、 シ カ サ ク モ シリ、 ネ 7  オ ロ タ   
aynu‖eporose『a‖ynu［osir21《ekor‖ye”awe］e〔orka ， re〔a《ak［osir ， ne『a｛r 》a ， 
、 ンレバ アン コロ 力 、 アウタ ヲニ マラ、 ナニ ナニ 、 タン モシリ 、 アツカリ ワ、 ト オフ ァ ヘレバシ ワ 
sI Ⅰ ep 租且 kork も aut 呑ト n ⅡⅡ 町 a,n 町 Ⅱ n ㎝Ⅱ ，伐 Ⅱlm0slr,akk8 皿 wa,toop  na  he ヰ epaslwa 
ヘトボ ヘレバシ ワ 、 パイ エ ルスイ。 
hetopohe 氏 p ㏄lwa,payerusuy. 
「フナッ ケ クス、 アラキアン アプ、 エネ、 アニマ ラ エチネ ワ フナ ク ウン、 エチパイ エ ルスイ ハウェ 
"hun 荻㎏ kusu, 町 ㎞ 飢 ap,ene,anlm 無 aecmnewahun 蕪 un,ecipay 芭 rusuyhawe 
アン、 テタ、 シネ ウシケタオカ アンシネ モシリタ、 オカ アンコロネ ウ シネマ ? 」 
10 町 l.teta,slneuske ぬ ok 材且 s田 emoslrta,ok 加山 korn る lunneya?" 
セコロ カネ、 ハウエ オカ コ 。 、 ボロ セレケ ウタ サチポ コラチ、 ハウエ オカ ロ ク アイネ、 ポ口 
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セレ ケ ト オ フ 、 ヘレパシ ワ チア ンボ、 ヒネ パイ ヱ ワ イサム。 
serketoop,he ア eepasiwaclprepo,hinepayewals 町 Ⅱ・
-52- 
(9) 遠い 海の向こうから 
平賀 サダ ( サダ モ ) 
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サダモ : おじいさんたちが、 このように私のおじいさんが 私に話し 
てくれました。 もっともっとたくさん 話していたのですが、 それはこう 
いうことです : 
その、 はるか沖の方から、 私たちの先祖りがやつて 来て、 カラフト 
にもとどまるものはとどまりましたが、 やって来て、 この島に、 この、 
北海道と今は 言われていますけれども、 昔は名前のない 島でしたが、 そ 
こに私たちは 住んでいるのです。 私たちはそこに 住んでいて、 私たちア 
イヌが住んでいるから、 アイヌの名をとって、 「アイヌの 島 」 2) と言われ 
ているのですが、 名前のない島でした。 そして、 そこに行き着きました 
けれども、 仲間の半分は、 まもなくこの 島を通り越して、 はるかもっと 
沖の方へも ど つて行きたいと 言いましたっ 
「せっかく来たのに、 そのようにあ なたがただけ 分かれて、 どこへ 
行きたりというんですか。 ここに、 ひとところに 一緒に、 ひとつの島に 
みんな一緒に 住んだらどうでしょうかⅡ 
と言いましたが、 大半の人がちょうど 舟を反対にこぎ 合うみたい 
に、 言い争っていましたが、 とうとう大半の 人が、 ずっと沖の方へ、 舟 
を出して行ってしまいました。 
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‥ haweneyakun,tew 田 no 町旧 ㎞ le,herepasl,hetopoeclpayehaweneya 氏 lunl 佗kl, 
タン モ シリ ウ 、 ノ、 ソモ エ チ ャフ ナン コ Do アオカ アナク タン モ シリ アコ ロ クス ネ 0 エチオ カ アナク 、 レ フ 
ぬ Ⅱ mosHun,s0moecly 呑 pn 町止 0r.aok 争 ana 又 は Ⅱ mos 打日Ⅱ orkusune.eclok 乙町取 k,rep 
  ポロ モシリ エチコ甘 ク ス ェチパイ ェ ヤクフ   タ、 ノ モシリ   アナク ネ アオ ； バテ ク 7 コロ クス   
taporomosirec 化 6rkusu  ipayey 鮭 un,t㎝ mosirta ㎝ 柚 nea0kapatek  荻 orkusu  ne
。?? ?
」?
??
?
??????
??
?
?? ???   
セコ 。 、 ウ コイタク エイ ケスイ コラチ 、 ネ ヒみ 、 ウイタク ニウケシテ ヒみ 、 ヘレパシ パイ エ フ 
sekor,ukoytak  eykesuy  koracl,ne  nine,u れ akc iwkeste  hmn ,her Ⅰ epaslpaa lye Ⅰ w
  
?????
?
?
?
??
??
? ?
??
?
??
??
?
??
??
?
?
?
?，???
??
?
??
??
????
??
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ウタ シパ アン コ D 、 イイ ヱパ ワ ヘ ネ ヤ 、 サピ キリ ヒ 。 イン 不 ヒ ワ / 、 ウタ サロシキ ベコロ、 ネ ワ チ ホ 
utaspaa 皿 kor,lyepawaheneya,sap Ⅱ 己 ⅡⅠ 1,Innehlwa Ⅱ o,u相口 荻 osk Ⅰ pekor,newacipo 
ワ カ ．ヌイ ナク ワ カ チ ョラウキ クス カ アラキ。 ウタシ バ 、 チボ ワ ア コロ キ シネ / ウ コチ ヨラウキバ 
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その後に、 何人かのアイヌが、 この島に残っていた 人たちが、 そこ 
から広がったのですが、 まだあ ちこちに、 そのころは川の 名前も、 沢の 
名前もなかったのでしたが、 海岸全部、 地名のあ りようもなかったので 
すけれど、 アイヌが広がって、 川でも沢でも、 行ったところは 全部、 大 
川は川ぞいに 上へ上へと村が 広がっていき、 沢もきれいなのは、 それに 
そって村ができました。 海岸全部、 沿岸全部、 アイヌが名双をつけて、 
アイヌの村ができたところにそうやって 名前をつけたから、 今でも海岸 
全部、 アイヌがつけた 地名ばかりあ るのです。 
それから、 こういうことがもとになって、 舟を反対にこぎ 合い、 お 
互いに言い合いして、 折り合いがつかずに、 沖の方へ行く 人は行ったも 
のですから、 
「それじやあ 、 これからは、 沖の方へもどって 行くと言うのなら、 
もうこの 島へ 来るんじやないぞ。 私たちはこの 島をとるから、 あなた 方 
は 沖の大きな島に 住むために行くのならば、 この島には私たちだけが 住 
むから、 来ようなんて   思う ちよ Ⅱ 
と 、 もう言い合うのにうんざりしたみたいになって、 お互いに言う 
ことをきかないで、 彼らは沖の方へ 行って、 和人の国の、 行ったところ 
全部に広がって 住みました。 
そうして結局、 こういうことがもとになったから、 こういうふうに 
けんか別れになったということを 言って聞かせたのか、 子孫が大勢に 
なってきてから、 お互いに戦うみたいに、 舟に乗って来たり、 隠れて来 
たりして攻めて 来ました。 お互いに舟に 乗ってこっそりと 攻め合ったり 
もしました 0 
3)aPahl アファヒ 
と 聞こえる 0  ‥・ a p 
     アプ <0 けんか別れ ) 
したが ) と 言いかけ 
て、      a ㎡‥． アヒ 
W( けんか別れ ) したこ 
とを ) と 言い直したの 
かもしれない。 しかし 
語り手の サダモ さん 本 
人 に確認した時は 、 機 
械の性能が悪かった せ 
いで聞き違え、 t 硲Ⅰアフタ シ言つと一 「 ap 
ているけど、 aPo 「 aUn 
アプオ ラウン と 言う 
のがいい」と 訂正し 
尤 @ O 
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「シネモト 7 コ ロベ ネイ パク / 、 ウタサロシキアン オラウン、 タネアナク ネ 、 エアシリ 、 ナエクサイネ 
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ウモシマノ オカ アン ワ、 レ フ タ エチオ カヒ ケ アナク 、 Ⅰ ノ プ タ ウタン ネ エチオ カ 。 アオカ アナク ホ ヤ タ 
umosm ㎝ ooka ㎝ wa@reptaec Ⅰ OOk 乙 h 汝 e ㎝Ⅰ ak@reptau 忙 で ⅠⅠ コ neeCioka.aok ゑ町Ⅰ 蕪皿eya Ⅰ 正 Ⅰ 
オカ アン ク シ  サウン モシリ アイエ ポ ロ セ コロ オカ アン ナン コ Ⅰ    ユ チオ； アナク ネタ ン シ / 
okaan@kus,@ yaunmosir@ai6porose@kor@okaan@ nankor@w  ， ecioka@ anak@neun@ sino 
エ チ ャイタ ライ ェ ポロ モシ Ⅰ エ チコロ ルスイ クシ、 エチパイ エ ア セッカ ポロ モシリ タ アナク エチオ； 
l0eciy ゑ yt打ayeporomos 田)ecik6rmsuy ㎞ s,㏄ipay さ ay 燕 kaporomosirta ㎝ 荻 ㏄iok ゑ 
バテク エ チモ シリコ ロ エアイ カプ 。 オラウン、 オヤ コ ヤク ワ、 シネ モト コロ ペ アネ バ ヤツカ 
patek  clmoS ⅠⅠ ko ア eaykap. oraun,  oy8% く oy ニれ く wa, sine  moto  ko Ⅰ pe  anepa  yaユく ka 
オヤコ ヤク ワ フ エ チコトイセ ヤク ン エ チコロ モシ リ セコ 0  エチ ハ ウェォヵ ヵ、 エア イヵプ クニヒ 、 
oy 杣 coyak  waaeclkotoyse  yakun  eclkormos Ⅰ seknrec 士 aw な止 aka,eaykap  kunlhl, 
エチ ラム コ ロ タ ホ アナク み 、 ソモ ウヘコ テ ィ タカン クシ ネ ナ 。 」 
eclramn 丘 ko ィは㎜ e 杣 Ⅰ 牡皿 e@somouheko)teltak 町 Ⅰ㎞ ュ snena," 
セ コロ 力 み 、 タン モシリ 、 タ 、 イコ カネ ア、 クル サピ キリ ウタリ ハウエオカ、 ヒ ネ オ ロワノ 、 レ フ 
seko Ⅰ kaIl Ⅰ㍉ taIlmosir, ぬ ， iyok荻 lea,ku ィ sapikirut ぴ haweok たし㎡ neo Ⅰow 祇 lo,rep 
タ バイ ェ ワ オカ ヒケ 「アイヌ アネ ナ 。 」 セコロ ハウエ オカ コロ アラキ カ ソモ キ 。 ヒ ネ /  
I5ta  paye  wa  ok  hlke  "aynu  ㎝ le  na."  sekorhawe0ka  kor 町u@ka  somo  u. hln 毛 no, 
ヤイモト オ ロ エランペ ウテク パ フ、 ウウォ ロホカリンバウ コ ロ ワ、 オロ ワ /  ウシピラ ・ ン パ フ、 シサム 
yaymot00r7)eraInpewtekpap,uworohok8%npaukorw あ o す w 簗 lo  u鱗 p] Ⅰ aspap,sis ㎝ n 
セ コロ アイエ フ、 ト /  セ コロ アイ エ フ、 ネ ルウエ ネ 。 
sekorayep@tono)sek0 Ⅰ ayep@ne 珂wene  
アオカ アナク タン モシリ タ、 テ エタ フ / 、 ア モトウタリ オ ヵ ヮ 、 タネボタン モ シリ アイヌ タ ン 
aok ゑ ㎝ nakt 荻 Ⅰ moslrta,teetaw ⅠⅠ 0, 町 notouta Ⅱ okawa,l ㎝ lepo 億 nHDslraynuun 
ヒ、 ア モトウタリ、 タン モシリ タ ヤプワ クス ケライ ボ、 オカ アン ヒ アイエポロセ クシ、 アイヌ モ、 ンリ   
hj,a 血 ot6utmi,t ㎝ m0sir ぬ yapwa ぬ sukeraypo,oka ㎝㎡Ⅰ るporosekus,aynu  mosir, 
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けれども、 同じアイヌのもとはひとつであ っても、 アイヌの子孫は 
わ いめい持たされた 役目が違い、 その広がり方も 決められていましたか 
ら、 まだまだあ っちこっちの 国に広がって、 まだまだあ っちこっちの 国 
に、 めいめいの名前をつけて、 行ったところに 自分の名前を 勝手につけ 
て、 まだまだ ね いめいに名前をつけました。 どの土地は自分のだ、 どの 
国は自分のだと、 めいめい勝手に 自分の名前をつけて、 そこに住んでい 
ても、 互いに争っていました。 でも、 
「私たちはもとはひとつむのに、 いつまでも互いに 争っているけれ 
ど、 いまはもっといろいろと 理屈のあ ることを言う 偉い人たちもいて、 
お互いどうし 争ってはいられないから、 いっそのこと、 お互いに構わな 
いでいて、 向こうで暮らすあ なた方は、 向こうの人になって、 私たちは 
こちらにいるから、 北海道の人と 呼ばれて暮らすから、 あ なた方はどう 
いうようにすれぱいいか、 大きな 島 6) を求めて行ったのであ っても、 大 
きな島にはあ なた方だけで 暮らすことはできないよ。 そして、 ( あちこ 
ちから ) 私たちはもとはひとつであ っても、 あ ちこちからあ なた方のと 
ころに押し寄せて 来られたら、 そこを自分たちの 国だと言うこともでき 
ないということを、 あ なた方は考えて、 もう、 お互いに話すのは ょそ 
つり」 
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6)PO のmoS Ⅰボロ モ 
・ ンリ ( 大きい 島 ) は 、 こ 
の場合、 語り手 サダモ 
さんによれば 本州のこ 
と Ⅰ 
??ぅ?? ???
??
と 、 この島に残った 人の子孫たちが 言いました。 そして、 それか 
ら、 海の向こうに 住んでいる者は「自分たちはアイヌだぞ」と 言って来も 
しません。 そのように、 自分たちの系統がわからなくなった 人たちが、 
お互いに夫婦になって、 それから広がっていったのが、 和人というも 
の、 ト /8@ いうものなのです。 
私たちはこの 島 ．‥に 、 昔から、 私たちの起源となる 先祖がいて、 今
この島に人がいたこと、 私たちの先祖がこの 島に上陸してくれたおかげ 
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クシ エチオ カ カ エチコ n  エカシウタラ イ エ ロ ク イ ェ ロク ワ、 エチ ヌ オル シ ペ タシネハウェ ネ 
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コ   ) レウエ タン。 
K:ruweun. 
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で、 私たちがいるということによって 名づけたから、 アイヌの 島 、 北海 
道 と今は言われていますけれど、 そのもとはこうであ って、 戦争するこ 
ともできなくて、 自分たちのもとを 言うことも、 あんまりあ えて言うわ 
けにもいかないのだけれど、 まだ次々に 何化 にも語り伝えて、 こっそ 9) 「本州に」の 点 。 
り 、 地名でも、 村の名でもあ なたたちがよくよく 調べてみれば、 海の向 
こうに 9) いる人も、 この北海道にいる 人も言葉はひとつのもととして 分か 
れ 出ているものだから、 あ なたたちがわかるところもあ るだろうけれ 10)mnanw 狙 pa ィナ 
ど 、 そういうことまでは、 何年かたって、 あ なたたちがわかるかどうか ンワンパ て言い直した。 と 言いかけ 
わからないけれども、 私たちのもとはこうだから、 アイヌ、 北海道アイ 
ヌ と 言われているのだよ。 
だからね、 子供たち、 次々の世代に 語り伝えて、 アイヌのもとがこう 
いうものだということを 言って 、 私たちは同じもとから 出たものなんだか 
ら、 あ んまり差別されて 後へ押されるような 理屈をとられるようなⅢこと 
??
。?
?????
???
???
??
のないように 考えなさい。 ho 「 ka 「 utu ホ 。 ； ル 
トゥ は直訳すれば「 後 
ろへ押しもどす」。 
と 昔のおじいさんたちが 言ったことは 本当だから、 今は 、 昔のおじ 
いさんの言ったことはうそではないのだから、 和人の島に行って 大きな 
島を持とうと 思ったけれど、 それこそ、 差別されて理屈をとられてⅢ、 
そういう人たちが、 それから、 いろいろ違った 名前のついた 国から、 集
まった人と一緒に 住んで、 そこから広がってそのアイヌが 私たちなのだ 
とは、 考えることもできなくなっているのだろうよ。 
と、 私のおじいさんが 這いました。 どこまでもそういう 話が続いて 
いるのですよ l2)0 
だからあ なたたちも、 あ なたたちのおじいさんたちがいつもいつも 
語っていたのを、 聞いていた話なのでしょうね ! 
??
K : そうだよ。 
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